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JGMATEプロジェクト運営委員会
副委員長　阿部義和
「歯車用鉄鋼材料品質の適正且つ効率的な評価手法の開発」
平成30年度の事業及び事業資金の募集について（案）


掲題の件、H30年度の補助金事業は、JKA（自転車振興協会）補助金申請を行ってきましたが、この度補助金交付決定通知を受理するに至りました。本補助金事業により、モニター機を製作、更に各種鋼材の測定・評価をフィールドデータとして収集するすると共に評価結果のデータベース化につなげる一方、いよいよJIS/JGMA規格原案検討委員会を立ち上げる計画です。
就きましては、H30年度の事業資金として、自己負担金を担保すべく、会員の皆様にはご理解のもとご寄付を賜りたくお願い致したいと存じます。昨年同様のご配慮をお願い致したく、ご審議願います。

１．事業の概要　
　１）事業名：機械の信頼性向上のための鋼材評価新手法のフィールド評価とJIS規格原案の作成
２）事業者：（一社）日本歯車工業会
　３）共同事業者：公益財団法人応用科学研究所、（株）ニコン
　４）目標：効率的に鋼材品質を適正に評価できる新検査法の実用性を確認し、機械装置の信頼性の元となる機械部品の品質を向上させ、日本の機械製品の安全性、信頼性の向上を図ることを目的とする。
　５）平成30年度の実施内容：①モニター機製作（1台）②鋼材評価データベース化　③鋼材サンプル提供による品質評価の実施　④JIS/JGMA規格原案検討委員会設置・規格化検討
⑤鋼材評価手法の教育研修実施
２．補助事業規模
JKA補助金総額　2,542万円　　（補助金1,271万円　自己負担金1,271万円）
事業期間　1年間（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
３．自己負担金募集
　　一口50万円として、総額１，２７１万円を当会会員企業から募集する。(期限：H30年7月末）
　
４．審議事項　
１）平成３０年度　補助事業推進について
　
